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大容量モバイルバッテリー大容量モバイルバッテリー 商品
テスト

スマートフォンをはじめ、小型のノートパ
ソコンやタブレットなど充電池を使用した家
電製品の増加に伴い、大容量かつ大出力のモ
バイルバッテリーの需要が増えています。し
かし、中には容量や出力に関して低品質な製
品もあります。また、リチウムイオン電池の
発火・発煙といった事故も起こっており、安
全に配慮した製品であることが求められま
す。そこで充電容量が20,000mAh で最大出
力が60W 以上のモバイルバッテリーをテス
トし、消費者へ情報を提供します。

テスト品目
容量20,000mAh モバイルバッテリー5銘柄

左からNo.1、2、3、4、5

テスト方法
〇最大出力　モバイルバッテリーに PD トリ
ガー USB 電圧電流計、USB 4ケーブル、出
力調整装置の順に接続し、負荷を調整し各
ポート単体使用時における電力が安定する最
大出力を測定しました。同時に対応規格を調
べました。

〇充電容量及び放電容量　充電残量0から満
充電になるまでの容量を最大出力65W の充
電アダプタ、PD トリガー USB 電圧電流計、
USB 4ケーブル、モバイルバッテリー本体（以
下本体）の順に接続し、入力電力量から充電
容量を算出しました。また本体、PD トリガー
USB 電圧電流計、USB 4ケーブル、出力調
整装置の順に接続し、満充電から充電残量0
まで放電し出力電力量から放電容量を算出し
ました。ただし使用機器による出力電圧の違
いを考慮して電圧を5V、12V、20V でそれぞ
れ測定しました。
〇外郭温度　充電時の外郭温度を赤外線カメ
ラで観察し、最高温度箇所に熱電対を貼付し
温度を測定しました。また1ポート最大出力
における放電時の外郭温度を充電時と同様の
方法で測定しました。
〇入力及び充電時間　充電容量測定と同時に
入力及び満充電になるまでの時間を測定しま
した。
〇質量　本体質量を電子天秤で測定しまし
た。

テスト結果
＜最大出力＞

各ポートの最大出力は、Type-C（①）で
は65.3（No.1）～73.1W（No.4）、Type-C（②）

（No.5を除く）では34.5（No.4）～71.1W（No.1、
3）、Type-A では18.1（No.1）～36.9W（No.5）

テスト品一覧

No. 商品名等 型式等 メーカー等
バッテリー

容量
（mAh）

ポート数
Type-C

＋ A
最大入力

（W）
1ポート
最大出力

（W）

合計
最大出力

（W）

購入金額
税込み
（円）

1 ANKER
Anker Power Bank A1383 アンカー・ジャパン

株式会社

20,000

2＋1 65 65 87 7,990

2 Belkin
BoostCharge Pro BPB020 ベルキン株式会社 2＋1 45 65 65 8,740

3 CIO
SMARTCOBY TRIO 67W2C1A 株式会社 CIO 2＋1 67 67 67 6,980

4
ELECOM
USB PD モ バ イ ル
バッテリー

DE-C50L-20000 エレコム株式会社 2＋1 65 65 75 12,980

5 Owltech
モバイルバッテリー LPB20015 株式会社

オウルテック 1＋1 30 60 60 12,080
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でした。No.1～3は2つの Type-C ポートの
どちらも入力に使用可能で、出力にも違いは
ありませんでしたが No.4は2ポートのうち
入力に使用できるポートが決まっており、出
力は最大65W と最大30W と違いがありまし
た。

すべての銘柄で PD3.0および PPS に対応し
ていました。

 
PD と は Power Delivery の 略 称 で、

Type-C ポートを用いて最大240W（PD3.0
は100W）までの受給電を可能にする規格
で す。PPS と は Programmable Power 
Supply の略称で、接続した機器に合った
電力を細かく調整しながら給電すること
で効率的に充電することが可能な Type-C
規格です。

＜充電容量及び放電容量＞

充 電 容 量 は19,609（No.3） ～22,712mAh
（No.1） で、 バ ッ テ リ ー 容 量（ 仕 様 値 ）

20,000mAh に 対 し て98.0（No.3） ～113.6%
（No.1）でした。

放電容量は、5V 出力時12,094（No.3）～
13,191mAh（No.1）、12V 出力時5,039（No.3）
～5,496mAh（No.1）、20V 出力時3,023（No.3）
～3,298mAh（No.1）で、出力電圧が高くな
るほど放電容量は小さくなりました。出力電

圧による放電容量はモバイルバッテリー本体
にある「定格電圧 / 定格容量」を確認しましょ
う。
＜外郭温度＞

最 高 外 郭 温 度 は 充 電 時38.3（No.4） ～
47.3℃（No.3）、放電時47.2（No.5）～65.3℃

（No.3）でした。
＜入力及び充電時間＞

電池残量0から満充電になるまでの最大入
力は31.1（No.5）～63.5W（No.4）で、満充
電 に な る ま で の 充 電 時 間 は 1 時 間26分

（No.4）～2時間44分（No.5）でした。
＜質量＞

質量は344（No.3）～442g（No.4）でした。

消費者へのアドバイス
・PSE マーク＝図＝のないもの
は販売禁止です。マークを目印
に購入をしましょう。
・購入する際は使用用途に応じ
て製品を選びましょう。
・放電時の外郭温度は65℃以上にもなるもの
もあるため、高温になる場所や使う際の環境
には注意しましょう。
・モバイルバッテリー自体の充電時間は入力
が大きいほど短くなります。ただし最大入力
で充電するためには PD 対応の高出力の充電
器（AC アダプタ）や高出力に対応したケー
ブルが必要となります。
・モバイルバッテリーにノートパソコンなど
の機器を接続しても充電が開始されない場合
はモバイルバッテリーの出力（W）を確認し
ましょう。充電される機器の入力に対してモ
バイルバッテリーの出力が小さい場合は充電
ができません。
・ほとんどのモバイルバッテリーはリチウム
イオン電池を使用しており、リチウムイオン
電池は衝撃を受けるなどした場合、発火の恐
れがあります。落下等衝撃を与えた場合は使
用を中止しましょう。
・リコール対象か確認しましょう。
・長期間使用しない場合は故障を防ぐために
充電残量がゼロにならないように時々充電し
ましょう。
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